


　

2
0
1
5
年
9
月
に
戦
争
法
が
成
立
し
、
自
衛
隊
が
世
界

中
に
軍
事
的
展
開
を
す
る
可
能
性
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

2
0
1
6
年
度
の
防
衛
費
の
概
算
要
求
額
は
、
過
去
最
大
の

5
兆
9
1
1
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
予
定
し
て
い

る
南
シ
ナ
海
の
警
戒
活
動
な
ど
で
は
、
い
く
ら
の
費
用
が
か

か
る
の
で
し
ょ
う
か
。
戦
闘
機
１
機
を
１
時
間
飛
ば
す
燃
料

費
は
10
万
円
と
も
言
わ
れ
ま
す
。
イ
ラ
ク
戦
争
時
の
支
援
活

動
で
は
、
約
9
7
0
億
円
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　

G
D
P
に
対
す
る
日
本
の
借
金
の
比
率
は
2
3
3
％
、
借

金
総
額
は
1
0
0
0
兆
円
を
超
え
、
世
界
ワ
ー
ス
ト
１
位
で

す
。
生
活
保
護
の
基
準
額
は
、
2
0
1
3
年
か
ら
3
段
階
で
、

平
均
で
実
質
6
・
5
％
も
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
特
に
、

1
人
親
世
帯
で
は
年
間
9
万
円
近
く
が
減
額
さ
れ
ま
し
た
。

2
0
1
5
年
度
減
額
さ
れ
た
生
活
保
護
予
算
額
は
1
8
8
億

円
、
生
活
保
護
世
帯
の
燃
料
費
や
住
居
費
で
、
家
庭
に
よ
っ

て
は
そ
れ
だ
け
で
年
間
1
万
円
ほ
ど
に
な
り
ま
す
。
日
本
の

子
ど
も
の
相
対
的
貧
困
率
は
16
・
3
％
、
６
人
に
１
人
が
貧

困
家
庭
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

概
算
要
求
に
は
、
墜
落
の
危
険
性
が
高
い
オ
ス
プ
レ
イ
12

機
、
1
3
2
1
億
円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。
2
機
で
生
活

保
護
削
減
額
1
8
8
億
円
を
上
回
り
ま
す
。
今
、
大
切
な
税

金
を
何
に
使
う
の
か
、
日
本
社
会
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て
い

ま
す
。

藤
本　

泰
成
（
フ
ォ
ー
ラ
ム
平
和
・
人
権
・
環
境
事
務
局
長
）

　

残
念
な
が
ら
、
戦
争
法
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
あ
き
ら

め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
法
律
が
存
在
し
て
も
自
動
的
に

自
衛
隊
が
海
外
に
出
て
行
く
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
戦

争
法
反
対
と
立
憲
主
義
・
民
主
主
義
擁
護
を
掲
げ
る
新
た
な

運
動
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
す
。

　

破
壊
活
動
防
止
法
や
盗
聴
法
の
よ
う
に
、
制
定
さ
れ
て
も

反
対
の
声
が
強
い
法
律
は
あ
ま
り
使
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
イ

ラ
ク
戦
争
の
時
は
ド
イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
な
ど
が
派
兵
し
ま
せ

ん
で
し
た
。
自
衛
隊
の
海
外
派
兵
反
対
の
大
き
な
運
動
を
作

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
戦
争
法
の
発
動
は
阻
止
で
き
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
戦
争
さ
せ
な
い
・
９
条
壊
す
な
！
総
が
か

り
行
動
実
行
委
員
会
が
提
起
し
て
い
る
、
戦
争
法
の
廃
止
を

求
め
る
毎
月
19
日
行
動
や
2
0
0
0
万
人
署
名
な
ど
を
成
功

さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

さ
ら
に
、今
回
の
戦
争
法
制
定
を
招
い
た
の
は
、2
0
1
4

年
12
月
の
衆
議
院
選
挙
で
与
党
が「
圧
勝
」し
た
か
ら
で
も
あ

り
ま
す
。
戦
争
法
の
発
動
を
止
め
る
に
は
、
2
0
1
6
年
の

参
議
院
選
挙
で
戦
争
法
に
反
対
す
る
政
党
の
議
席
を
一
つ
で

も
増
や
す
こ
と
で
す
。戦
争
法
を
廃
止
す
る
た
め
に
は
、今
後

の
衆
議
院
選
挙
で
政
権
交
代
を
実
現
す
る
こ
と
で
す
。
こ
の

間
の
総
が
か
り
行
動
は
広
範
な
野
党
共
闘
ま
で
生
み
出
し
ま

し
た
が
、
今
後
も
こ
の
共
闘
を
後
押
し
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

清
水　

雅
彦
（
日
本
体
育
大
学
教
授
・
憲
法
学
）

　

安
倍
政
権
に
よ
る
、
違
憲
な
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
・

安
保
法
制
に
つ
い
て
、
裁
判
で
争
う
準
備
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
安
保
法
制
違
憲
訴
訟
の
会
」
で
す
。
憲
法
問
題
に
取
り
組
ん

で
き
た
弁
護
士
、
厚
木
爆
音
訴
訟
を
担
っ
て
い
る
弁
護
士
、

行
政
法
に
詳
し
い
弁
護
士
ら
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

訴
状
の
作
成
に
際
し
て
は
元
裁
判
官
の
弁
護
士
等
も
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
国
会
に
お
け
る
政
府
答
弁
の
ひ
ど
さ
に
自
分
の

こ
れ
ま
で
の
人
生
が
否
定
さ
れ
る
よ
う
な
危
機
感
が
あ
る
の

だ
と
思
い
ま
す
。

　

日
本
の
裁
判
で
は
具
体
的
な
「
事
件
性
」
が
必
要
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
安
保
法
制
に
基
づ
き
、
自
衛
隊
の
出

動
命
令
が
な
さ
れ
、
そ
の
命
令
に
抗
し
た
自
衛
隊
員
が
、
不

利
益
処
分
を
受
け
、
そ
の
処
分
を
争
う
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
す
。

立
憲
主
義
破
壊
に
対
し
、
そ
の
よ
う
な
処
分
ま
で
待
つ
わ
け

に
は
ゆ
き
ま
せ
ん
。
違
憲
訴
訟
の
裁
判
は
、

①
安
保
法
制
の
発
動
を
許
さ
な
い
と
す
る
差
止
め
訴
訟
、

②
平
和
的
生
存
権
が
侵
害
さ
れ
た
と
す
る
国
家
賠
償
請
求

の
二
つ
で
す
。
多
く
の
弁
護
士
、
市
民
に
呼
び
か
け
全
国
各

地
の
裁
判
所
で
起
こ
し
ま
す
。
原
告
も
全
国
で
募
集
し
ま
す
。

弁
護
士
も
原
告
と
な
り
ま
す
。
①
に
つ
い
て
は
安
保
法
制
が

施
行
さ
れ
た
直
後
三
月
頃
ま
で
に
、
②
に
つ
い
て
は
準
備
で

き
次
第
、
年
明
け
早
々
で
し
ょ
う
か
。
平
和
的
生
存
権
だ
け

で
な
く
、
憲
法
制
定
権
の
侵
害
も
争
点
と
し
ま
す
。

内
田　

雅
敏
（
弁
護
士
）

国
家
財
政
の
あ
り
方
、

こ
れ
でいいの
？

今
後
、私
た
ち
に

何
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か

違
憲
訴
訟
の
提
起


